
１　学校に関する項目

【1】 【２】

【３】 【４】

令和５年度　岩倉中学校　学校評価（生徒・保護者・教職員アンケートの結果と考察）

調査回答者数　生徒：61名(生徒数65）、保護者：44名(ＰＴＡ戸数61戸)、教職員：13名（教職員13名）※回収率85％

学校は、交流学習や体験学習などの教育活動を効果的に
実施している。

学校行事の開催時期や回数は適切である。

　
　学校評価のアンケートは、保護者に加えて生徒および教職員にも実施しています。評価の項目については、生徒・保護者・教職
員に対して、それぞれ同じ内容を質問し、比較できるようにしています。また、評価については、５段階の回答とし、設問に対して肯
定的か否定的かの判断ができるようにしています。

　1 学校に関する項目に対しては、生徒･教職員ともに「あてはまる」、「どちらかといえばあてはまる」の肯定的な回答が８０％を超
えていますが、保護者に関しては，８０％を下回っています。今後は、さらに魅力ある学校行事や交流学習、体験学習の充実等に
取り組んでいきたいと思います。また、その取組をホームページ等で保護者や地域に向けて効果的に情報発信を行い、連携を強
めていきたいと考えています。

【５】

学校は、学級や学校の様子を各種の便りやホームページな
積極的に家庭へ知らせている。

学校は、生徒が怪我をしたり、体調不良になったりした
場合、適切に連絡し対応できている。

学校の環境は生徒が安全で快適に生活できるように整えら
れている。

あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない わからない
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２　子どもに関する項目

【６】 【７】

【８】 【９】

【１０】 【１１】

子どもは、あいさつ等の社会的なマナーが身について
きている。

子どもは，よい友人関係を作っている。

他人を思いやる、命を大事にするなど、子どもの豊かな
心が育ってきている。

子どもは、基本的な生活習慣が身についてきてい
る。

　2 子どもに関する項目では、生徒・保護者・教職員とも肯定的な回答が多いことが分かります。特に生徒は学校生活が充実し、
人間関係も良好な生徒が多いと考えます。今後も、よりよい人間関係づくりの向上を図っていきたいと思います。
　しかし，昨年度の調査と比較してみると、それぞれの項目について、肯定的な評価が少しずつ低下しています。特に学習意欲や
社会的なマナーの習慣については、さらに向上に努めなければいけないと感じます。学校全体の授業改善を図り、学ぶ意欲やより
よく生きていこうとする資質や態度を育てていこうと考えています。

子どもは、学校生活を楽しいと思っている。 子どもの学習意欲は向上している。
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３　教員に関する項目

【１２】 【１３】

【１４】 【１５】

先生は生徒（保護者）の意見，相談をきちんと聞いてく
れる。

先生は子どもの安全指導に努めている。

　3 教員に関する項目では、教職員の取組に関して、生徒は肯定的な回答の割合が多いことが分かります。しかし、項目によって
は、肯定的な割合が８０％を下回っています。今後も、生徒や保護者・地域との信頼関係づくりに努め、生徒が安心･安全に学校生
活が送れるよう指導･支援の充実を図っていきたいと思います。

先生は教室環境，学校環境の美化に努めている。 先生は子どもたちの人権を尊重する姿勢で指導に
当たっている。
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４　授業に関する項目

【１６】 【１７】

【１８】 【１９】

指導方法を工夫し、わかりやすい授業が行われてい
る。

教科によって授業が２名の先生で行われているこ
とは学力向上に役立っている。

授業や家庭学習（宿題・学習内容の復習）にＩＣＴを有効
に活用している。

「命の大切さ」や「人権」についての学習が十分行
われている。

　今回の調査では、生徒・教職員においては肯定的な意見の回答が多かったことが分かります。生徒の学校生活が充実し、良好
な人間関係の中で生活できていることが伺えます。しかし、その中で困ったことがあっても相談できない生徒や、学習・その他の活
動で不安や悩みをもっている生徒に目を向け、全ての生徒にとって安心・安全な学校となるよう取り組んでいきたいと思います。
　保護者からは多くの項目で厳しい評価をいただきました。また、ご意見欄にも貴重なご意見を多数いただきました。この結果を真
摯に受けとめ、今後の学校運営に生かしていきたいと思います。
　本校は、社会の変化や生徒数の減少、それに伴う教職員数の減少を受け、持続可能な岩倉中学校の運営を考え取り組んできま
した。今後も、保護者や地域の方と力を合わせ、生徒一人ひとりを理解し、よりよい成長をサポートできるように取り組んでいきた
いと思います。
　また、教職員がゆとりをもって生徒と向き合い質の高い教育活動を実践するため、引き続き学校の業務改善や働き方改革の推
進を行っていきたいと思います。ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

　4 授業に関する項目について、生徒には概ね肯定的な評価が表れています。来年度に向けてさらにＩＣＴを活用した授業改善に
取り組むとともに、教職員の授業力向上に努めていきたいと思います。また、人権や命の大切さについての学習は、これからも学
校全体で積極的に取り組んでいきたいと考えています。
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